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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２つの主表面を有し、フォームの形態である吸音材料のコア、および
　前記コアの少なくとも１つの主表面を被覆する表面材であって、凝集表面を有し、坪量
１４０ｇ／ｍ2以下であり、孔径１００ｎｍ～２０，０００ｎｍ、平均孔径２０，０００
ｎｍ未満の複数の細孔を含む多孔質フラッシュ紡糸プレキシフィラメント状フィルム－フ
ィブリルシートを含む表面材、
を含む吸音物品。
【請求項２】
　ａ）２つの主表面を有し、フォームの形態である吸音材料のコア、
　ｂ）前記コアの少なくとも１つの主表面を被覆する表面材であって、凝集表面を有し、
坪量１４０ｇ／ｍ2以下であり、孔径１００ｎｍ～２０，０００ｎｍ、平均孔径２０，０
００ｎｍ未満の複数の細孔を含む多孔質フラッシュ紡糸プレキシフィラメント状フィルム
－フィブリルシートを含む表面材、および
　ｃ）前記コアおよび少なくとも１つの主表面上の表面材を収容するための音響透過性硬
質外被、
を含む、アセンブリ。
【請求項３】
　２つの主表面を有し、フォームの形態である吸音材料のコア、および
　前記コアの少なくとも１つの主表面を被覆する表面材であって、凝集表面を有し、坪量



(2) JP 5479365 B2 2014.4.23

10

20

30

40

50

１４０ｇ／ｍ2以下であり、孔径１００ｎｍ～２０，０００ｎｍ、平均孔径２０，０００
ｎｍ未満の複数の細孔を含む多孔質フラッシュ紡糸プレキシフィラメント状フィルム－フ
ィブリルシートを含む表面材、
を含む、吸音間仕切り。
【請求項４】
　２つの主表面を有し、フォームの形態である吸音材料のコア、および
　前記コアの少なくとも１つの主表面を被覆する表面材であって、凝集表面を有し、坪量
１４０ｇ／ｍ2以下であり、孔径１００ｎｍ～２０，０００ｎｍ、平均孔径２０，０００
ｎｍ未満の複数の細孔を含む多孔質フラッシュ紡糸プレキシフィラメント状フィルム－フ
ィブリルシートを含む表面材、
を含む、吸音性建築用表面被覆材。
【請求項５】
　（ａ）凝集表面を有し、坪量１４０ｇ／ｍ2以下であり、孔径１００ｎｍ～２０，００
０ｎｍ、平均孔径２０，０００ｎｍ未満の複数の細孔を含む多孔質フラッシュ紡糸プレキ
シフィラメント状フィルム－フィブリルシートの表面材によって被覆された、フォームの
形態である吸音材料のコアを含む吸音物品を提供する工程と、
（ｂ）周囲音が前記物品に吸収されるように環境内に前記物品を配置する工程と、
を含む、環境内の吸音を改善する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、吸音材、特に建築物内部で使用される吸音材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建築物内部などの所与の空間内で騒音および／又は残響の量を低減するために使用され
る吸音材料が当該技術分野で既知である。吸音材料、即ち、高い吸音率を有する材料は、
音響エネルギーを吸収することによって騒音を低減する。様々な種類の吸音材料がある。
最も一般的な種類の１つは、繊維材料を使用して、繊維間の空隙内で摩擦により音響エネ
ルギーを消散させる。一般に、吸音材の厚さが大きいほど、且つ吸音材の密度が高いほど
、特に低周波数での、例えば、約５００Ｈｚ未満での吸音材の吸音が大きい。従って、低
周波数でかなりの吸音を達成するための既知の解決策は、費用がかかる傾向がある。既知
の多くの吸音材料は、圧縮繊維、リサイクル繊維又はショディ材料、ガラス繊維又は鉱物
繊維バット（ｂａｔｔｓ）およびフェルトを含む、圧密化されていない又は部分的に圧密
化された嵩高い繊維材料で形成されており、繊維材料のコアを収容する表面材を必要とす
る。繊維をベースにする吸音材は一般に安価であり、広い周波数領域にわたる吸音のため
の有効な解決策であるが、その場所を清浄にすることができない場合、それらは、空気中
に粒子を放出し得ること、塵埃を捕集し得ること、および、それらの表面および空隙内な
どが細菌やカビが住処となり得ることなどの固有の欠点がある。他の既知の吸音コア材料
としては、フォーム、ハニカム構造を有する材料、吸音のための更なる空気層を使用する
穿孔および微細穿孔された材料を挙げることができる。また、既知の吸音材もほとんど、
建築物内部で使用するために保護および／又は装飾表面材も必要とする。
【０００３】
　吸音材コア材料を被覆する表面材は、取り扱い、使用および維持管理中に、デリケート
なコア構造を保護する耐久性被覆材の役割をする。吸音材によって提供される吸音を向上
させるために、吸音材料を被覆する表面材が音響的に透明であるか又は吸音性であること
が望ましい。音響反射性である表面材は周囲騒音に寄与し、望ましくない。吸音材料を被
覆する既知の表面材には、不透過性薄膜および多孔質膜の２種類がある（例えば、Ｄ．Ａ
．Ｂｉｅｓ　ａｎｄ　Ｃ．Ｈ．Ｈａｎｓｅｎ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｎｏｉｓｅ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ．　Ｔｈｅｏｒｙ　ａｎｄ　Ｐｒａｃｔｉｃｅ．　Ｓｅｃｏｎｄ　ｅｄｉｔ
ｉｏｎ，　Ｅ　＆　ＦＮ　Ｓｐｏｏｎ．Ｌｏｎｄｏｎ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，ｐ．２４９を
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参照されたい）。薄い、一般に６～３５マイクロメートルの不透過性フィルム表面材は、
低周波数および中間周波数で音響的に透明であるが、それらは高周波数では音響反射性で
あるため、それらは音波を透過させない。薄膜表面材にはまた、毎日の使用に耐えるのに
十分な耐久性がないという重大な欠点があり、音響的に透明な固体表面で更に保護されな
ければならない。残念ながら、これによって構造が複雑になり、解決策の費用が高くなる
。一般的な表面材の例としては、布帛、不織布シート、紙、フィルム、および穿孔された
固体表面（パネル）が挙げられる。
【０００４】
　米国特許第６，１９７，４０３号明細書に開示されているものなどの、吸音材が防水性
又は不透過性フィルムで被覆されている防水性吸音材が当該技術分野で既知である。しか
し、フィルム表面材には、吸音物品の仕上げ面として使用するには耐久性が不十分である
という欠点がある。また、フィルム表面材は、最も望ましい音声周波数領域である比較的
高い周波数で十分な吸音を提供しない。
【０００５】
　また、含浸された織布が、吸音材の防水性表面材として使用されてきた。Ａｌｐｈａ　
Ａｓｓｏｃｉａｔｅｓ製のビニルコーティングされたガラス繊維、スタイル３４７８－Ｖ
Ｓ－２は、含浸された防水性表面材の一例である。Ｃａｒｎｅｇｉｅ　Ｆａｂｒｉｃｓか
ら入手可能なＸｏｒｅｌ（登録商標）は、高密度にカレンダー加工されたポリオレフィン
織布である音響表面材料の一例である。含浸された布帛は、一般に製造に費用がかかり、
厚く、重く、中間周波数および高周波数で音響反射性であり、揮発性有機化合物が気化し
放出される傾向があり、追加の添加剤を使用しない限り、カビや細菌の増殖を促進する。
【０００６】
　米国特許出願公開第２００６／００６５４８２号明細書は、低表面張力の液体をはじく
ように処理された不織布層を含む不織布遮音材料を開示している。不織布層に使用するこ
とが開示されている特定の不織布材料は、メルトブロー法、スパンボンド法、エアレイ法
およびカードウェブ法から得られる布帛又はウェブである。米国特許第５，８２４，９７
３号明細書は、多孔質遮音基材、および、２００～１２１０レイルの通気抵抗を有する紙
、布帛又は有孔フィルム表面材シートを含む吸音積層体を開示している。これらの既知の
表面材料には、水、塵埃、カビ、および微生物が侵入しやすいという欠点があり、従って
、空気の質が重要である屋内での使用に関してそれらの用途が制限される。ヒトの音声周
波数領域の吸音能力を妨げることなく、耐久性や防水性があり、低アレルギー性で、清浄
可能であり、毛羽立ちがなく、気体の放出がなく、水分、塵埃、カビ、および微生物の侵
入に対して抵抗性がある表面材を有する、様々な重要な環境内で使用するのに適した吸音
材料を有することが望ましい。また、厚さ、密度および費用を著しく大きくすることなく
、低周波数で有効な、吸音性の高い材料を有することも望ましい。更に、このような吸音
材料にグラフィック画像および／又はテキストを印刷できることも望ましい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一実施形態によれば、本発明は、
　２つの主表面を有する吸音材料のコア、および
　コアの少なくとも１つの主表面を被覆する表面材であって、凝集（ｃｏｈｅｒｅｎｔ）
表面を有し、坪量約１４０ｇ／ｍ2以下であり、孔径約１００ｎｍ～約２０，０００ｎｍ
、平均孔径約２０，０００ｎｍ未満の複数の細孔を含む多孔質フラッシュ紡糸プレキシフ
ィラメント状フィルム－フィブリルシートを含む表面材、
を含む吸音物品に関する。
【０００８】
　他の実施形態によれば、本発明は、音響透過性硬質外被に収容された吸音物品、吸音間
仕切りおよび吸音性建築用表面被覆材を含むアセンブリに関する。
【０００９】
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　更に別の実施形態によれば、本発明は、
（ａ）凝集表面を有し、坪量約１４０ｇ／ｍ2以下であり、孔径約１００ｎｍ～約２０，
０００ｎｍ、平均孔径約２０，０００ｎｍ未満の複数の細孔を含む多孔質フラッシュ紡糸
プレキシフィラメント状フィルム－フィブリルシートの表面材によって被覆された吸音材
料のコアを含む吸音物品を提供する工程と、
（ｂ）周囲音が物品に吸収されるように環境内に物品を配置する工程と、
を含む、環境内での吸音を改善する方法に関する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】フラッシュ紡糸不織布シートの吸音率、音響反射率および音響透過率を示すグラ
フである（遮断測定）。
【図２】フラッシュ紡糸不織布シートの吸音率、反射率および音響透過率を示すグラフで
ある（無響測定）。
【図３】表面材のない１つの吸音材と、本発明による表面材を有する２つの吸音材の吸音
率を比較したグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　「吸音性」および「吸音」の用語は、本明細書では、一般に、材料の入射音波を吸収す
る能力を指す。
【００１２】
　本発明の吸音物品は、吸音コア、およびコアの少なくとも一面を被覆する不織布表面材
を含む。表面材は、優れたバリア性を提供するが、吸音コアの吸音を妨げない。更に、不
織布表面材は、低域周波数および中間域周波数での物品の吸音を更に向上させる。不織布
表面材は、凝集表面を有するフラッシュ紡糸プレキシフィラメント状フィルム－フィブリ
ルシートを含む。「凝集表面（ｃｏｈｅｒｅｎｔ　ｓｕｒｆａｃｅ）」は、シートの表面
が圧密化されている又は結合されていることを意味する。結合方法は、当該技術分野で既
知のいずれかの方法であってもよく、熱カレンダー加工、スルーガス（ｔｈｒｏｕｇｈ－
ｇａｓ）結合、点結合が挙げられるが、これらに限定されない。コアと表面材は、接着剤
結合、溶剤結合、超音波結合、サーマルボンド、又はステッチボンド等の既知のいずれか
の適した結合法で互いに結合されていてもよい。
【００１３】
　吸音コアは、既知のいずれかの吸音材料および／又は空気層を含む。コアは、ＡＳＴＭ
　Ｃ４２３、取り付けＡ（空気層なし）により測定した場合、騒音低減率（ＮＲＣ）は約
０．３～約０．９である。適した吸音材料としては、スパンボンド不織布、カード不織布
、ニードルパンチ不織布、エアレイド不織布、湿式不織布、スパンレース不織布、メルト
ブロー不織布、スパンボンド－メルトブロー－スパンボンド複合不織布などの不織布、織
布、編布、三次元メッシュ、例えば、ハニカム構造およびフォーム、およびこれらの組み
合わせ等が挙げられる。「不織布」の用語は、多数のランダムに分布した繊維を含むウェ
ブを意味する。繊維は、ステープル繊維であっても又は連続繊維であってもよい。繊維は
、単一の材料又は多数の材料を、異なる繊維の組み合わせとして、又はそれぞれが異なる
材料からなる類似の繊維の組み合わせとして含むことができる。コアとして使用するのに
適した他の材料は、連続気泡メラミンフォーム、ポリイミドフォーム、ポリオレフィンフ
ォーム、およびポリウレタンフォームなどのフォームおよび有孔シートである。本発明の
好ましい実施形態によれば、コアは揮発性有機化合物（ＶＯＣｓ）を実質的に含まない。
好ましい材料の１つは、ホルムアルデヒドを含まないガラス繊維バット（ｂａｔｔｉｎｇ
）である。表面材で被覆された空気層は、吸収コアの役割を果たすことができる。
【００１４】
　吸音材と一緒に使用される音響的に透明な表面材は、当該技術分野で既知である。この
ような表面材は、吸音の必要性に応じて、孔面積、即ち、全表面積に対する表面の細孔又
は穴の面積が、典型的には約５％～約５０％である。高周波数の吸音が必要ではない場合
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、５％～１５％の孔面積が適切である（Ｍ．Ｄ．Ｅｇａｎ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｈｔｕｒａ
ｌ　Ａｃｏｕｓｔｉｃｓ）。孔面積率および穴の直径は、臨界周波数を決定することによ
って音響的透明性に影響を与えるが、臨界周波数を過ぎると、吸音が急速に低下する。
【００１５】
　既知の音響的に透明な表面材の例としては、メッシュ織物（ｗｏｖｅｎ　ｍｅｓｈｅｓ
）、低密度の布帛、不織スクリム、および穿孔された固体表面が挙げられる。このような
表面材の欠点は、バリア、例えば、水、塵埃、および／又は微生物の侵入に対する抵抗性
が非常に低いことである。
【００１６】
　本発明の吸音材に使用される表面材は、水、および微生物を含む微粒子の侵入に対する
抵抗性が高い。意外なことに、本発明の表面材は、非常に多孔質である。以前は、高いバ
リア性と気孔率は相反し、同じ構造中では実現できないと考えられた。表面材の空隙率（
全気孔率）、即ち、１から固体分率を減じたものは、約０．５～約０．７である。表面材
の孔径は、水銀圧入測孔法（Ｈ．Ｍ．Ｒｏｏｔａｒｅ．“Ａ　Ｒｅｖｉｅｗ　ｏｆ　Ｍｅ
ｒｃｕｒｙ　Ｐｏｒｏｓｉｍｅｔｒｙ”，ｆｒｏｍ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｅｘｐｅｒｉｍ
ｅｎｔａｌ　Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｉｎ　Ｐｏｗｄｅｒ　Ｍｅｔａｌｌｕｒｇｙ．Ｐｌ
ｅｎｕｍ　Ｐｒｅｓｓ，１９７０，ｐｐ．２２５－２５２）で測定した場合、約１００ｎ
ｍ～約２０，０００ｎｍ、更には約１００ｎｍ～約１５００ｎｍである。本発明の目的で
は、細孔は、繊維内細孔と繊維間細孔を含む。繊維内細孔は、繊維内部全体にランダムに
分布しており、平均孔径が約２０ｎｍ～約５００ｎｍである。繊維間細孔は、プレキシフ
ィラメント状フィルム－フィブリルシート内の繊維間にランダムに分布した間隙である。
プレキシフィラメント状フィルム－フィブリルシートの多孔質構造は、機械的に穿孔され
た従来技術の表面材に見られる貫通穴構造ではなく、曲がりくねった細孔構造を形成する
その２つのタイプの細孔からなる。本発明の表面材の平均孔径は、約２０，０００ｎｍ未
満、更には約５，０００ｎｍ未満、更には約２，０００ｎｍ未満、更には約１，０００ｎ
ｍ未満、更には約１０ｎｍ～約１，０００ｎｍである。吸音材料が塵埃又は微生物の増殖
を促進する栄養を含有しない場合などの幾つかの用途では、構造を開放するために、およ
び臨界周波数値を増加させるために、表面材を機械的に穿孔することが望ましいことがあ
る。
【００１７】
　幾つかの用途では、吸音材の表面材が細菌、ウイルス、およびカビを含む微生物に対す
るバリアを提供することが望ましい。表面材は、ＡＳＴＭ　Ｆ２６３８－０７およびＡＳ
ＴＭ　Ｆ１６０８に準拠して測定した場合、微生物ろ過の尺度である対数減少値（ＬＲＶ
）が少なくとも約２、又は更には少なくとも約４である。既知のラミネート紙の場合のよ
うに、表面材が安定なバリア効率を有し、使用中、経時でバリアを増強しないように、表
面材が流量又は時間依存ＬＲＶを有していないことが望ましい。表面材は、更に、細菌、
酵母、および真菌を含む微生物の増殖を促進する栄養を含まず、追加の抗菌又は抗真菌処
理が施されない。
【００１８】
　本発明の吸音材に使用される不織布表面材は、フラッシュ紡糸によって形成されたプレ
キシフィラメント状フィルム－フィブリルシートを含み、これは、本明細書では同義的に
フラッシュ紡糸プレキシフィラメント状フィルム－フィブリルシート又はフラッシュ紡糸
シートとも称される。本発明の不織布表面材は、軽量で、薄く、強度がある。表面材の坪
量は、約１４０ｇ／ｍ2未満、更には約３４ｇ／ｍ2～約１２０ｇ／ｍ2である。表面材の
厚さは、約１ｍｍ以下、更には約０．０２ｍｍ～約０．４０ｍｍ、更には約０．１０ｍｍ
～約０．２５ｍｍである。以前使用された薄い不透過フィルム表面材料は、中間周波数お
よび高周波数での音響エネルギー透明性を確実にするために、非常に薄く、例えば、約０
．０３５ｍｍ未満であった。それらは、中間周波数および高周波数での吸音が非常に小さ
く、本発明の表面材と比較的して強度および耐久性のレベルが著しく低かった。本発明に
よるフラッシュ紡糸表面材は、製品の製造および取り扱い並びに安定な長期性能に重要な
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、高い等方性強度および耐久性を付与する。縦方向と横方向の両方での表面材の好ましい
引張強度は、ＡＳＴＭ　Ｄ５０３５で測定した場合、約２０Ｎ／２．５４ｃｍ以上である
。
【００１９】
　一般に、有効な吸音のためには、材料はかなりの厚さ、密度、および気孔率を有してい
なければならないと考えられてきた。図１から、音響管で遮断配置で試験した場合、不織
布表面材として使用されるフラッシュ紡糸プレキシフィラメント状シートでは、音響反射
率はほぼ１．０であり、吸音は検出されないことが分かる。対照的に、図２に示すように
、無響配置で（音響管内のシートの背後に空気層を配置して）試験した場合、同じフラッ
シュ紡糸プレキシフィラメント状シートは、意外なことに、低域および中間域周波数、例
えば、２００～１２００Ｈｚで０～０．２の吸音率によって示される広帯域の吸音、およ
び、比較的低い音響反射を示す。以前は、表面材の背後に閉鎖した空気層がある個々の穴
の共鳴周波数の近傍で吸音材（Ｈｅｌｍｈｏｌｔｚ共鳴器）の役割をすることができるの
は、厚い材料および連続貫通穴を有する厚い有孔表面材だけであると考えられた。意外な
ことに、貫通穴を有しておらず、市販の典型的な有孔表面材よりずっと薄いが、一般に使
用されている不透過性フィルム表面材ほど薄くない吸音材の表面材は、図２および図３に
示すように、低域および中間域周波数の比較的広い領域で吸音を向上させ、ほぼ音声周波
数領域で音響的に透明であることが分かった。
【００２０】
　フラッシュ紡糸シートは、米国特許第３，８６０，３６９号明細書にも開示されている
ように、以下の一般的プロセスで製造される。フラッシュ紡糸プロセスは、蒸気除去ポー
ト、および、このプロセスで製造されたシート材料を取り出す開口部を有するチャンバ内
で実施される。ポリマー溶液が高温高圧で調製され、チャンバに供給される。溶液の圧力
は、均質な１相混合物を形成する紡糸溶剤にポリマーが完全に溶解する最も低い圧力であ
る曇り点圧力より大きい。１相ポリマー溶液は、減圧（ｌｅｔｄｏｗｎ）オリフィスを通
過して低圧（又は減圧）チャンバに入り、そこで、溶液は２相液－液分散体に分離する。
分散体の一方の相は、主に紡糸溶剤を含む紡糸溶剤リッチ相であり、分散体の他方の相は
、ポリマーのほとんどを含有するポリマーリッチ相である。この２相液－液分散体は紡糸
口金を通り、圧力がずっと低い（好ましくは大気圧の）領域に入り、そこで、紡糸溶剤が
非常に急速に蒸発し（瞬間蒸発し（ｆｌａｓｈｅｓ））、ポリオレフィンが紡糸口金から
プレキシフィラメントとして吐出され、堆積されてフラッシュ紡糸シートを形成する。瞬
間蒸発プロセス中、不純物は紡糸溶剤と一緒に瞬間蒸発するため、得られるフラッシュ紡
糸シートは不純物を含まない。
【００２１】
　本明細書で使用される場合、プレキシフィラメント状又はプレキシフィラメントの用語
は、長さが不揃いで、平均フィブリル厚さ約４マイクロメートル未満、幅の中央値約２５
マイクロメートル未満の複数の細いリボン状のフィルム－フィブリルの三次元一体網目構
造を指す。プレキシフィラメント状構造では、フィルム－フィブリルは、一般に、構造の
長軸と同一の広がりを持って整列しており、それらは、構造の長さ、幅、および厚さ全体
にわたって様々な位置で不規則な間隔で間欠的に結合および分離し、連続的な三次元網目
構造を形成する。このような構造は、米国特許第３，０８１，５１９号明細書および同第
３，２２７，７９４号明細書に更に詳細に記載されている。
【００２２】
　シートは圧密化されており、それは、ベルトと圧密ロールの間でシートを圧縮し、チャ
ンバの外側で取り扱うのに十分な強度を有する構造にすることを含む。次いで、シートを
チャンバの外側で巻取ロールに捕集する。次いで、型押し結合またはエンボス加工を含む
、サーマルボンド、スルーガス結合、および点結合などの当該技術分野で既知の方法を使
用してシートを結合することができる。凝集表面を形成する限り、シートを様々な程度に
結合することができる。
【００２３】
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　フラッシュ紡糸表面材のフィルム－フィブリルの直径、即ち、約４マイクロメートル～
約２５マイクロメートルは、超音波波長の領域に入る。約１００Ｈｚ～約１６００Ｈｚの
周波数では、音の波長は、フィルム－フィブリルの直径より数桁大きい。それにもかかわ
らず、本発明による表面材の細いプレキシフィラメント状フィルム－フィブリルは、意外
なことに、約１００Ｈｚ～約１６００Ｈｚ、更には約１００Ｈｚ～約１２００Ｈｚでの吸
音材の吸音を向上させる。これは、機械装置および人の音声が最も頻繁に発する、従って
建築物内部で望ましくない騒音として最も頻繁に生じる周波数領域である。理論に制約さ
れることを望まないが、シートをコアの少なくとも一面に表面材として使用したとき、フ
ラッシュ紡糸シートのプレキシフィラメント状フィルム－フィブリルの孔径分布は、音波
に曲がりくねった通路を提供し、吸音材料の吸音コア又は空気層の吸音を向上させると考
えられる。更に意外なことには、フラッシュ紡糸シートは、従来技術の多孔質表面材より
ずっと高い、きわめて高い通気抵抗を示すことが分かった。
【００２４】
　本発明による吸音物品の表面材を製造できるポリマーとしては、ポリオレフィン（例え
ば、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリメチルペンテン、およびポリブチレン）、アク
リロニトリル－ブタジエン－スチレン（ＡＢＳ）樹脂、ポリスチレン、スチレン－アクリ
ロニトリル、スチレン－ブタジエン、スチレン－無水マレイン酸、ビニルプラスチック（
例えば、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ））、アクリル、アクリロニトリルベースの樹脂、アセ
タール、パーフルオロポリマー、ハイドロフルオロポリマー、ポリアミド、ポリアミド－
イミド、ポリアラミド、ポリアクリレート（ｐｏｌｙａｒｙｌａｔｅ）、ポリカーボネー
ト、ポリエステル、（例えば、ポリエチレンナフタレート（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ　
ｎａｐｔｈａｌａｔｅ）（ＰＥＮ））、ポリケトン、ポリフェニレンエーテル、ポリフェ
ニレンスルフィドおよびポリスルホンが挙げられる。ポリマーの中で好ましいのは、ポリ
オレフィン、例えば、ポリエチレンおよびポリプロピレンである。本明細書で使用する場
合、ポリエチレンの用語は、エチレンの単独重合体だけでなく、繰り返し単位の少なくと
も８５％がエチレンに由来する共重合体も含む。好ましいポリエチレンは、融点範囲の上
限が約１３０℃～１３７℃であり、０．９４～０．９８ｇ／ｃｍ3の範囲の密度、および
０．１～１００、好ましくは０．１～４のメルトインデックス（ＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８
－５７Ｔ，Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ　Ｅによって定義される）を有する直鎖状高密度ポリエチ
レンである。ポリプロピレンの用語は、本明細書で使用する場合、プロピレンの単独重合
体だけでなく、繰り返し単位の少なくとも８５％がプロピレン単位に由来する共重合体も
含む。
【００２５】
　不織布表面材は、更に、不織布基材の繊維のポリマー内に既知の紫外線安定剤、帯電防
止剤、顔料、および／又は難燃剤が分散されていてもよい。
【００２６】
　本発明の表面材は、バリア、即ち、水、塵埃、および／又は微生物の侵入に対する抵抗
性と気孔率の望ましい組み合わせを有し、その結果、不透過性フィルムより高い空気流量
又は通気度および良好な音響性能が得られる。吸音は、音響インピーダンスの関数であり
、それは、音響抵抗と音響リアクタンスの複雑な組み合わせによって決定される。音響リ
アクタンスは主に材料の厚さに支配されるが、音響抵抗は材料を通る空気流量に支配され
る。音響的に透明な表面材にはかなりの気孔率が必要である。他方、表面材の粒子および
液体抵抗性のためには、バリア性が必要である。
【００２７】
　吸音が損なわれなければ、本発明による表面材は単層又は多層のフラッシュ紡糸シート
を含むことができる。多層シートの実施形態は、また、不均一なシート厚さ又はシート繊
維の方向性による単一のシートの不均一性を平均化するのに有用である。２枚以上のシー
トをフェイス・ツウ・フェイスに配置し、例えば、１対以上のニップローラ間でシートを
圧延することなどにより、加圧してシートを軽く熱融着することによって、多層積層体を
製造することができる。好ましくは、感圧接着剤などの接着剤でシートを一緒に接着する
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ことによって、シートの積層体を製造する。また、表面材と吸音コアの間に接着剤を使用
してもよい。有用な接着剤は、通常の取り扱い及び使用中に積層体の十分な構造的一体性
を維持するものである。有用な接着剤としては、湿分硬化性ポリウレタン、溶媒和ポリウ
レタン接着剤、および水性アクリルが挙げられるが、これらに限定されない。
【００２８】
　不織布表面材を金属化することができ、これは、ある一定の美的外観、光の反射率、お
よび／又は敏感な装置又はセキュリティ物品の電磁遮蔽を付与するために望ましいことが
ある。代表的な金属としては、アルミニウム、スズ、ニッケル、鉄、クロム、銅、銀、金
、亜鉛、又はこれらの合金が挙げられ、アルミニウムが好ましい。真空下で熱により金属
を蒸発させた後、不織布シートの一面に約（ａｍｏｕｎｔ）１５ｎｍより大きい厚さで堆
積させる既知の真空蒸着法で金属を堆積させてもよい。金属を、単層に約１５ｎｍ～約１
マイクロメートルの厚さで、又は、複数の層を使用して１マイクロメートルより大きい厚
さで堆積させてもよい。例えば、米国特許第４，９９９，２２２号明細書では、フラッシ
ュ紡糸ポリオレフィンシートの真空蒸着が既知である。この実施形態では、不織布シート
の全厚を実質的に変化させることなく、不織布シートの一面に薄い鏡面反射層が追加され
る。米国特許第７，１５７，１１７号明細書に記載のものなどの既知の方法で金属層上に
蒸着される厚さ約０．２マイクロメートル～２．５マイクロメートルの有機ポリマー、有
機オリゴマー、およびこれらの組み合わせからなる群から選択される材料（例えば、ポリ
アクリレートポリマーおよびオリゴマー）の外側有機コーティング層で金属層を保護する
ことができる。
【００２９】
　表面材は、更に、例えば、帯電防止処理、着色層、光沢層、抗菌層又は光反応層などの
機能性表面コーティング層又は表面処理を含むことができる。
【００３０】
　本発明の吸音材を有効に使用して、建築空間などの密閉空間内の音響エネルギーを吸収
および／又は低減することができる。吸音材を、壁又は天井、被覆材、間仕切り、又は、
部屋などの三次元空間内に配置される建築物内部構成材（柱など）などの建築物内部表面
として使用することができる。本発明の吸音材は、激しい物理的酷使から保護されるよう
に、多孔質で音響的に透明な枠又はケージ内に配置することができる。吸音材を、床、壁
、および天井等の一般的な建築物構成材、並びに自動車、列車、および航空機等の移動す
る乗り物の構成材と組み合わせて、又は、産業設備、可動部分を有する機器、およびコン
ピュータの構成材として使用することができる。本発明の吸音材は、屋内の空気の質およ
び清浄度が重要な屋内環境で、例えば、学校、病院、およびクリーンルーム等で、特に有
用である。表面材のフラッシュ紡糸中の瞬間蒸発プロセスの結果として、得られる表面材
は不純物を含まず、表面材では揮発性化合物の気化・放出（ｏｆｆ－ｇａｓｓｉｎｇ）が
起こらない。更に、表面材は、シート構造内の１つ１つのフィルム－フィブリルが高度に
圧密化されているため、粒子又は繊維を放出しないという点で、毛羽立ちがない。更に、
吸音コアは、好ましくは、実質的にＶＯＣを含有しない。
【００３１】
　表面材は、拭く又は洗浄することによって清浄にすることができる。また、溶液清浄化
、物理的エネルギー放射、又はガス滅菌を含む既知の方法で表面材を滅菌することができ
る。表面材の清浄化および滅菌が好都合でない場合、フラッシュ紡糸表面材を廃棄し、最
小限の費用と労力で取り替えることができる。
【００３２】
　前述したように、既知のいずれかの結合法でフラッシュ紡糸表面材を更に結合させるこ
とができる。結合後、表面材は、様々な程度の表面平滑性を有してもよい。表面材は非常
に平滑で、例えば、Ｐａｒｋｅｒ表面平滑性が５マイクロメートル未満であってもよく、
又は、表面材は粗く、Ｐａｒｋｅｒ表面平滑性が６マイクロメートル以上であってもよい
。粗い表面は、表面材の表面全体にランダムに又は特定の配置で分布した様々な三次元表
面特徴を有してもよい。
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【００３３】
　更に、意図された用途に美的外観が望ましいように、吸音材の表面材に画像および／又
はテキストなどのグラフィックデザインを印刷することができる。画像および／又はテキ
ストを変えるために表面材を取り替えられることが好都合である。表面材を変えることに
よって、吸音材の美的外観を容易に且つ安価に変えることができる。
【００３４】
　本発明は、更に、吸音材を保護し、収容する音響透過性硬質外被を含むことができる。
外被は、有孔金属、有孔プラスチック、又は有孔の固体充填樹脂材料、例えば、アルミナ
三水和物（ＡＴＨ）で充填されたアクリルマトリックスを含む、Ｅ，Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ
　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ（ＤｕＰｏｎｔ）（Ｗｉｌｍｉｎｇｔ
ｏｎ，Ｄｅｌ．）から入手可能なＣｏｒｉａｎ（登録商標）材料などであってもよい。
【００３５】
　本発明は、更に、（ｉ）複数の細孔を有するフラッシュ紡糸シートの表面材によって被
覆された吸音コア材料のコアを含む吸音物品を提供する工程であって、細孔の直径が約１
００ｎｍ～約２０，０００ｎｍ、更には約１００ｎｍ～約１５００ｎｍであり、細孔の平
均孔径が約２０，０００ｎｍ未満、更には約５，０００ｎｍ未満、更には約２，０００ｎ
ｍ未満、更には約１，０００ｎｍ未満、更には約１０ｎｍ～約１，０００ｎｍである工程
；および（ｉｉ）周囲音が物品に吸収されるように、物品を環境内に配置する工程を含む
、環境内での吸音を改善する方法を含む。
【実施例】
【００３６】
試験方法
　坪量は、ＡＳＴＭ　Ｄ　３７７６の方法で測定し、試料サイズに関して変更を行い、ｇ
／ｍ2の単位で報告した。
【００３７】
　引張強度は、ＡＳＴＭ　Ｄ５０３５に準拠して測定し、Ｎ／２５．４ｃｍの単位で報告
した。
【００３８】
　Ｇｕｒｌｅｙ　Ｈｉｌｌ気孔率は、ＴＡＰＰＩ　Ｔ４６０に準拠して測定し、秒で報告
した。
【００３９】
　Ｆｒａｚｉｅｒ通気度は、ＡＳＴＭ　Ｄ７３７－７５に準拠して、差圧が１２５Ｐａの
時、ＣＦＭ／ｆｔ2で測定した。
【００４０】
　静水頭は、ＡＡＴＣＣ　ＴＭ　１２７、ＤＩＮ　ＥＮ　２０８１１に準拠して、毎分Ｈ

2Ｏ６０ｃｍの試験速度で測定した。
【００４１】
　Ｐａｒｋｅｒ表面平滑性は、ＴＡＰＰＩ　５５５に準拠して、１．０ＭＰａのクランプ
圧で測定し、マイクロメートルで報告する。
【００４２】
　単位面積当たりの通気抵抗は、サンプルの両面間の空気圧差をサンプルの外側で測定さ
れた空気流の線速度で除したものに等しく、Ｎｓ／ｍ3で報告する。本明細書で報告され
る値は、以下のように通気度測定値に基づいて決定された。体積空気流量Ｑは、次の式を
使用して、差圧が１２５Ｐａの時のサンプルの通気度をサンプルの面積（３８ｃｍ2）で
除することによって算出された。
Ｑ（単位：ｍ3／ｓ）＝０．０００４７１９４７×（通気度（単位：ＣＦＭ／ｆｔ2）／面
積（単位：ｆｔ2））
【００４３】
　通気度が比較的低い材料では、Ｇｕｒｌｅｙ　Ｈｉｌｌ気孔率（単位：秒）を使用した
。１０１ｇ／ｍ2未満のフラッシュ紡糸シートでは、Ｆｒａｚｉｅｒ通気度０．６ｍ3／分
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／ｍ2（２ｆｔ3／分／ｆｔ2））は約３．１秒に相当し、従って、本明細書ではサンプル
のＦｒａｚｉｅｒ通気度（単位：ＣＦＭ／ｆｔ2）は、３．１／Ｇｕｒｌｅｙ　Ｈｉｌｌ
気孔率（単位：秒）と概算された。
【００４４】
　次に、差圧を空気流量Ｑで除することによって、通気抵抗（単位：Ｐａ－ｓ／ｍ3）を
算出した。最後に、通気抵抗をサンプルの面積で除することによって、単位面積当たりの
通気抵抗（単位：Ｎｓ／ｍ3）を算出した。
【００４５】
　図１および図２に報告する透過率、反射率、および吸音率は、ＡＳＴＭ　Ｅ１０５０お
よびＩＳＯ　１０５３４に準拠して、無響の音響管配置と遮断された音響管配置で測定し
た。
【００４６】
　図３に報告する吸音率は、ＡＳＴＭ　Ｃ４２３に従った残響室、ＡＳＴＭ　Ｅ７９５に
準拠した試料取り付けＡ（空気層なし）を含む実験室設定を使用して測定した。残響室の
床の高さ１インチのアルミニウム試験枠内に吸音材を配置した。側面が接触することによ
る（ｆｌａｎｋｉｎｇ）騒音をなくすために、ダクトテープを使用して枠の縁を床に封止
した。８０～５，０００Ｈｚにわたって１／３オクターブ帯域で吸音測定を行った。どの
マイクロフォン位置についても１０の減衰測定を行った。
【００４７】
　騒音低減率は、ＡＳＴＭ　Ｃ４２３に準拠して測定される２５０、５００、１０００、
２，０００、および４，０００Ｈｚでの吸音率の平均として算出した。
【００４８】
　気孔率および孔径分布データは、Ｈ．Ｍ．Ｒｏｏｔａｒｅによって、「Ａ　Ｒｅｖｉｅ
ｗ　ｏｆ　Ｍｅｒｃｕｒｙ　Ｐｏｒｏｓｉｍｅｔｒｙ」，ｆｒｏｍ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　
Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ　Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｉｎ　Ｐｏｗｄｅｒ　Ｍｅｔａｌｌ
ｕｒｇｙ，ｐｐ．２２５－２５２，Ｐｌｅｎｕｍ　Ｐｒｅｓｓ，１９７０に開示されてい
る既知の水銀圧入測孔法で得られる。
【００４９】
　全気孔率は、次のように、坪量、厚さ、および固体密度から推定した。
気孔率＝１－（坪量／固体の密度×厚さ）
【００５０】
　微生物ろ過効率は、ＡＳＴＭ　Ｆ２６３８－０７およびＡＳＴＭ　Ｆ１６０８に準拠し
て測定された。対数減少値又はＬＲＶは、膜のバリア効率を特徴付け、試験から決定され
る。試験では、膜を調べるためにポリスチレン粒子と実際の胞子の両方を使用することが
できる。
【００５１】
　ＡＡＴＣＣ　ＴＭ　１２７、ＤＩＮ　ＥＮ　２０８１１に準拠して静水頭を測定し、Ｈ

2Ｏのｃｍで報告した。
【００５２】
実施例１～２
　厚さ１３ｍｍ、坪量９．４ｋｇ／ｍ3、単位面積当たりの通気抵抗１２０レイルの連続
気泡メラミンフォーム（Ｉｌｌｂｒｕｃｋ　Ａｃｏｕｔｉｃ　Ｉｎｃ．（Ｍｉｎｎｅａｐ
ｏｌｉｓ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）製）の層を使用して、本発明による吸音材コアを形成し
た。厚さ０．１ｍｍ、坪量１７ｇ／ｍ2のナイロン６，６スパンボンドスクリムをフォー
ムの両面に配置し、約１１ｃｍ×１１ｃｍのダイヤモンドのパターンを使用してスクリム
とフォームを一緒にキルティング加工した。後述の積層プロセスで実施例の吸音材を作製
した。酢酸ビニル水ベースの接着剤（ｅｆｉ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ（Ｄｅｎｖｅｒ，Ｃｏｌ
ｏｒａｄｏ）から入手可能なＷＡ２１７３）をローラーで、キルティング加工されたフォ
ーム層の一面に約０．３ｋｇ／ｍ2の割合で塗布した。厚さ２０ｍｍ、坪量０．３３ｋｇ
／ｍ2、単位面積当たりの通気抵抗１３０レイルのメルトブローポリエステル不織布層を
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（商標）Ｔｙｖｅｋ（登録商標）スタイル１０５５Ｂの商品名でＤｕＰｏｎｔから入手可
能なフラッシュ紡糸不織布表面材をコアの周囲に巻き付けて、実施例１の吸音材を形成し
た。ＤｕＰｏｎｔ（商標）Ｔｙｖｅｋ（登録商標）スタイル１４４３Ｒの商品名でＤｕＰ
ｏｎｔから入手可能なフラッシュ紡糸不織布表面材をコアの周囲に巻き付けて、実施例２
の吸音材を形成した。各実施例の吸音材の全厚は約２５ｍｍであった。製品仕様（ＡＡＴ
ＣＣ　ＴＭ　１２７，　ＤＩＮ　ＥＮ　２０８１１に従って、毎分Ｈ2Ｏ６０ｃｍの試験
速度で試験した）によれば、実施例１のフラッシュ紡糸表面材は静水頭が少なくともＨ2

Ｏ１８０ｃｍであり、実施例２の表面材は静水頭が少なくともＨ2Ｏ２４ｃｍである。表
は、実施例の吸音材に使用した表面材の特性を記載する。
【００５３】
　実施例１および２のＧｕｒｌｅｙ　Ｈｉｌｌ気孔率は実験により測定したが、それは、
仕様による両方のＴｙｖｅｋ（登録商標）スタイルに関してフラッシュ紡糸不織布が取る
典型的な範囲とよく一致する。Ｇｕｒｌｅｙ　Ｈｉｌｌ気孔率およびＦｒａｚｉｅｒ通気
度で測定される通気度は、構造の全体的な気孔率又は開放性を特徴付ける。様々なタイプ
の不織布構造の通気度の範囲は非常に広い。典型的には、不織布は全て、構造の開放性が
ずっと大きく、Ｆｒａｚｉｅｒ通気度が約５０ｃｆｍ以上である。中実のフィルムは非常
に閉鎖した中実の構造を有し、そのためフィルムは不透過性と称され、Ｇｕｒｌｅｙ　Ｈ
ｉｌｌ気孔率は１０，０００秒をはるかに上回る。フラッシュ紡糸表面材の通気度を、実
施例１のような約４，０００秒のＧｕｒｌｅｙ　Ｈｉｌｌ範囲から、Ｆｒａｚｉｅｒ通気
度約３０ｃｆｍまで変化させ、約３１，０００，０００～８００レイルの単位面積当たり
の通気抵抗範囲を得ることができる。
【００５４】
　表面材の坪量、厚さ、およびポリマーの密度から構造の全気孔率をおおまかに推定する
ことができる。ポリエチレンの密度が約０．９８ｇ／ｃｍ3と分かっている場合、全気孔
率は、実施例１の表面材では約０．６、実施例２の表面材では約０．７であると推定でき
る。これは、水銀圧入測孔法で測定した全気孔率とよく一致している。孔径範囲は、水銀
圧入測孔法で測定した場合、実施例１では１０ｎｍ～約８，０００ｎｍ、実施例２では１
０ｎｍ～約１０，０００ｎｍであった。平均孔径は、実施例１と実施例２の両方で約２，
０００ｎｍであった。中実のフィルムの全気孔率は約０であり、これは、それらが構造内
に空隙又は細孔を有していないことを意味する。このため、中実のフィルムは、きわめて
良好なバリア性を有する。非常に多孔質であるにもかかわらず、本発明のフラッシュ紡糸
表面材は、静水頭で測定した場合、中実の不透過性フィルムの耐水性と類似の耐水性範囲
を示す。本発明の表面材の静水頭の典型的な範囲は、実施例１および２で示されるように
、Ｈ2Ｏ約２４～約２３０ｃｍである。
【００５５】
　表から分かるように、本発明のフラッシュ紡糸表面材は、Ｐａｒｋｅｒ表面平滑性で測
定されたように、様々な表面特徴を有する。実施例１はＰａｒｋｅｒ表面平滑性が約４．
５マイクロメートルであり、従って、それは印刷用紙と類似の平滑な表面を示す。対照的
に、実施例２はＰａｒｋｅｒ表面平滑性が約８マイクロメートルであり、三次元特徴、こ
の場合、リボン状の特徴を有する粗面を示す。広範囲のＰａｒｋｅｒ表面平滑性は、様々
な建築空間の設計を引き立てる美しい表面の製造を可能にする。本発明の表面材は、更に
、グラフィック画像を含むことができる。
【００５６】
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【表１】

【００５７】
　比較の吸音材をフラッシュ紡糸表面材なしで同様に作製した。比較の吸音材の厚さは約
２５ｍｍであった。
【００５８】
　実施例および比較の吸音材を、製造後、室温で少なくとも２週間、および、音響試験前
に制御された条件（温度２３℃、相対湿度６０％）で２４時間調整した。各吸音材に関し
て吸音率データを得た。
【００５９】
　図３で分かるように、曲線１および２で表される実施例１および実施例２の吸音材は、
４００Ｈｚ～１２００Ｈｚの周波数領域で、曲線Ｃで表される比較例と比較した場合、連
続的に改善された吸音を提供する。表面材を有する吸音材では、表面材なしの吸音材と比
較して少なくとも５％高く改善される。また、実施例１および２から、一般に使用される
不透過性フィルム表面材よりずっと厚く、典型的な有孔表面材より単位面積当たりの通気
抵抗がずっと高いにもかかわらず、本発明の表面材は、比較的高い音声領域周波数で音響
エネルギーを実質的に反射しないことが分かる。
　次に、本発明の好ましい態様を示す。
１　２つの主表面を有する吸音材料のコア、および
　前記コアの少なくとも１つの主表面を被覆する表面材であって、凝集表面を有し、坪量
１４０ｇ／ｍ2以下であり、孔径１００ｎｍ～２０，０００ｎｍ、平均孔径２０，０００
ｎｍ未満の複数の細孔を含む多孔質フラッシュ紡糸プレキシフィラメント状フィルム－フ
ィブリルシートを含む表面材、
を含む吸音物品。
２　前記吸音材のコアの騒音低減率が０．３～０．９であり、前記吸音材料が繊維バット
、フォーム、ハニカム、空気層、有孔材料およびこれらの組み合わせからなる群から選択
される、上記１に記載の物品。
３　前記表面材が、孔径１００ｎｍ～２０，０００ｎｍ、平均孔径５，０００ｎｍ未満の
複数の細孔を有する、上記１に記載の物品。
４　前記表面材が、孔径１００ｎｍ～２０，０００ｎｍ、平均孔径２，０００ｎｍ未満の
複数の細孔を有する、上記１に記載の物品。
５　前記表面材が、ポリエチレンおよびポリプロピレンからなる群から選択されるポリマ
ーを含む、上記１に記載の物品。
６　前記表面材の厚さが１ｍｍ以下であり、前記コアの厚さが少なくとも５ｍｍである、
上記１に記載の物品。
７　前記表面材のＰａｒｋｅｒ表面平滑性が６マイクロメートル以上である、上記１に記
載の物品。
８　前記表面材にグラフィック画像が印刷されている、上記１に記載の物品。
９　前記表面材の引張強度が少なくとも２０Ｎ／２．５４ｃｍである、上記１に記載の物
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１０　前記表面材が、微生物の増殖を促進する栄養を含まない、上記１に記載の物品。
１１　前記表面材の対数減少値が少なくとも４である、上記１に記載の物品。
１２　１２００Ｈｚ未満の周波数での物品の吸音が、前記表面材のない物品の吸音より少
なくとも５％高い、上記１に記載の物品。
１３　前記表面材が更に穿孔されており、穴が前記表面材を貫通して突出している、上記
１に記載の物品。
１４　前記穴の直径が１ｍｍ未満である、上記１３に記載の物品。
１５　前記表面材が、金属化層、帯電防止層、着色層、光沢層、抗菌層および光反応層か
らなる群から選択されるコーティングを更に含む、上記１に記載の物品。
１６　前記表面材と前記コアの少なくとも１つの主表面の間に配置された接着剤層を更に
含む、上記１に記載の物品。
１７　ａ）２つの主表面を有する吸音材料のコア、
　ｂ）前記コアの少なくとも１つの主表面を被覆する表面材であって、凝集表面を有し、
坪量１４０ｇ／ｍ2以下であり、孔径１００ｎｍ～２０，０００ｎｍ、平均孔径２０，０
００ｎｍ未満の複数の細孔を含む多孔質フラッシュ紡糸プレキシフィラメント状フィルム
－フィブリルシートを含む表面材、および
　ｃ）前記コアおよび少なくとも１つの主表面上の表面材を収容するための音響透過性硬
質外被、
を含む、アセンブリ。
１８　前記音響透過性硬質外被が、有孔金属、有孔プラスチック、および有孔の固体充填
樹脂材料からなる群から選択される、上記１７に記載のアセンブリ。
１９　約１２００Ｈｚ未満の周波数での前記アセンブリの吸音が、前記表面材のないアセ
ンブリの吸音より少なくとも５％高い、上記１７に記載のアセンブリ。
２０　２つの主表面を有する吸音材料のコア、および
　前記コアの少なくとも１つの主表面を被覆する表面材であって、凝集表面を有し、坪量
１４０ｇ／ｍ2以下であり、孔径１００ｎｍ～２０，０００ｎｍ、平均孔径２０，０００
ｎｍ未満の複数の細孔を含む多孔質フラッシュ紡糸プレキシフィラメント状フィルム－フ
ィブリルシートを含む表面材、
を含む、吸音間仕切り。
２１　１２００Ｈｚ未満の周波数での前記間仕切りの吸音が、前記表面材のない間仕切り
の吸音より少なくとも５％高い、上記２０に記載の間仕切り。
２２　２つの主表面を有する吸音材料のコア、および
　前記コアの少なくとも１つの主表面を被覆する表面材であって、凝集表面を有し、坪量
１４０ｇ／ｍ2以下であり、孔径１００ｎｍ～２０，０００ｎｍ、平均孔径２０，０００
ｎｍ未満の複数の細孔を含む多孔質フラッシュ紡糸プレキシフィラメント状フィルム－フ
ィブリルシートを含む表面材、
を含む、吸音性建築用表面被覆材。
２３　１２００Ｈｚ未満の周波数での前記被覆材の吸音が、前記表面材のない被覆材の吸
音より少なくとも５％高い、上記２２に記載の被覆材。
２４　（ａ）凝集表面を有し、坪量１４０ｇ／ｍ2以下であり、孔径１００ｎｍ～２０，
０００ｎｍ、平均孔径２０，０００ｎｍ未満の複数の細孔を含む多孔質フラッシュ紡糸プ
レキシフィラメント状フィルム－フィブリルシートの表面材によって被覆された吸音材料
のコアを含む吸音物品を提供する工程と、
（ｂ）周囲音が前記物品に吸収されるように環境内に前記物品を配置する工程と、
を含む、環境内の吸音を改善する方法。
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